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略歴 

2006年 3 月  新潟大学医学部医学科 卒業              

2008年 4 月    新潟大学脳研究所脳神経外科 医員 

2012年 3 月    新潟大学大学院医歯学総合研究科（医学系専攻）博士課程 3年早期修了 

2013年 10月  トロント小児病院ポスドクリサーチフェローシップ 

2015年 4 月  ハノーバー国際神経研究所脳神経外科クリニカルフェローシップ 

2016年 4 月  新潟労災病院脳神経外科 部長 

2017年 8 月  昭和大学医学部脳神経外科学教室 助教 

2021年 2月  昭和大学医学部脳神経外科学教室 講師（現職） 

 

所属学会   

日本脳神経外科学会（専門医・指導医）, 日本てんかん学会（専門医・指導医）, 日本臨床神経生理学会（脳波専門医・

術中脳脊髄モニタリング認定医）, 日本てんかん外科学会, 日本脳卒中の外科学会（認定医）/日本脳卒中学会, 日本脳神

経外科コングレス, 日本頭蓋底外科学会, American Epilepsy Society,  International Clinical Neurophysiology Society 

 

研究助成・受賞歴 

上原記念生命科学財団海外留学助成、上原記念生命科学財団研究奨助成、てんかん治療研究振興財団研究助成、日本脳

神経財団研究助成、成茂神経科学研究助成、金原一郎記念医学医療振興財団研究交流助成、中山人間科学振興財団研究

助成、日本学術振興会科学研究助成（若手,基盤）、島津科学技術振興財団研究開発助成、日本てんかん学会 English 

Presentation Award・Poster Award、International Congress of Clinical Neurophysiology Young Investigator Award 

 

特許 

特許第 6623367号. 発明の名称:てんかん診断を支援する脳波解析法、プログラム、及び脳波解析装置. 特願 2019-532816. 
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